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1 Ha －6 紙おむつの含水によ､る性能変化
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目的 ：紙おむつ は直接肌に接 して使用 されるため、含 水によるお むつ内 の局所環 境の温湿

度や表面特性 の変化 が、皮膚炎 の発 生や着用快適性に影響を与え ると考えられる。本研 究

では、紙おむつ の肌触りに関与する表面特性 、圧縮特性お よび水 分・熱 移動 特性に着目 し、

含水に よる 特性変化 を評価して、紙おむつ の性能設 計と使用 に関す る基礎資料を得 る。

方 法 ：市販の大人用 ・乳幼児用紙おむつ49 種類を広範 囲から収集 して試料 とした。 紙お

むつ の股部 中央 より試料片を切取り、7.5 × 10.5cm^のセル に挿入 して、KES-FB シ ステ ムに

より表面特性 と圧縮 特性 を計測した。表 面特性の計測にはＵ型 接触子、圧 縮特性 の計測 に

はゴム半球型加圧 子を用い た1) 。含水状態 の特性値 の計測は、試料に0.9% の生理食塩水

を、 １回の排尿に 相当す る0.4g/cm^ 注入後に行った。液戻 り量は 、含 水５分後 の紙おむつ

ﾀﾞ)表面に濾紙を置 き、体圧 に相当する45g/cm^ 加圧 下で の濾紙 の吸水 量とした。 また、母

親 ・女子大生を被験者 として紙お むつの肌触りの良否に関する ５段階評価 を行った。

結 果 ：紙お むつ の形状変化 としての厚さは、含 水により平均16% 増加 した。含 水後の圧縮

特性は 、線形性が約20% 増加 し、圧 縮レジリェ ンスが約20% 減少 して 、圧縮 かたく回復性

が低 下した。表 面特性 につい ては、表面摩 擦係数 が約70% 、表 面粗さが約30% 増加 し、排

尿後 の早期のお むつ交換 の必 要性が示唆 され た。液 戻り量は0.5 ～24mg/cm^ で 、少 ない ほ

ど肌 触りの主観評価が良 かった。大 人用お むつは 乳幼児 用に比べて含 水状態におけ る肌触

り の評価 が低い 傾向にあり、性能設計上 考慮す る必 要が認 められた。
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1 Ha －7 絹及びナイロン繊維の吸着水の観察
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【目的】 著者らは、これまでにナイロン６繊維の吸着水の挙動について、TI 測定や等温吸着

測定などによる検討を行い、家政学会で発表してきた。

絹はナイロン､６繊維と類似のｲ1岸 構造を持つが、天然繊維であるため複雑で多様な性質を示

す。本研究では、絹とナイロンの非晶域における微細構造の差異を水の吸着挙動を通して比較・

検討することを意図し、吸着水に関するNMR めT1 値に注目し、併せて　D  S C測定、TG －

ＤＴＡ測定を行い、総合的な議論を試みた。

【方法】 絹マルチフィラメント糸及びナイロン６繊維（マルチフィラメント糸、モノフィラメ

ント糸）を用い、未処理試料と分散染料、及び酸性染料を用い染液濃度を変えて染色した染色試

料、対照処理した対照試料の３種を用意した。各試料について、いくつかの環境条件下で調湿し、

測定に供した。

【結果】 分散染料による染色処哩は、染着量の増加とともに絹の吸着水のＴ１値を減少させる

が、酸性染料の場合はＴ１値は殆ど変化しなかった。一般に、分散染料は疎水的雰囲気が強いた

め染色繊維に吸着する水分子と反発し、このため水分子は吸着位置を繊維分子間距離のより密な

場所に求めたと思われるが、親水性の酸性染料ではこのよう･な反発を生じないと考えた。この結

果は、ナイロン繊維における結果と逆の傾向を示しており、絹の親水的性質とナイロンの疎水的

性質との違いによるものと思われる。

ナイロン６繊維の吸着水の結晶化または融解挙動を、ＴＧ－ＤＴＡによって検討したところ、

吸着水のほとんどが不凍水であることｶ堰められた。ナイロン６繊維の恒温吸着曲線は、シグモ

イド型を示し、この形は多層吸着であるといわれており、このような諸結果を総合的に理解でき

るような微細構造と水の吸着との関係を提案したい。
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